
 

   

 

 

 

 

 
  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 春号 

下妻市半谷７７３－３８ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０２９６－４４－６２４４ 

 

 

 

 

質問）先行して実施する近隣 4市の状況を確認したところ、前回答弁で 

   あったほど（10か国語以上対応・人材確保が必要）実施のハードル 

は高くないと感じた、とりわけ古河では有償ボランティアの民間委 

託で実施している、当市でも民間委託により外国人相談窓口を設置 

することが可能と考え、再度実施を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答弁）外国住民の増加は今後も見込まれ必要性は感じている、業務委託や会計年度任用職員活用による 

   運営が考えられるのでメリット・デメリットを比較検証するとともに、通年開設の課題もあるので 

   近隣自治体を参考に調査研究していく。 

 

 

 

質問）全国的に消防団員のなり手不足という問題がある中、外国人消防団員が注目されている。 

   公権力の行使において活動の制限があるが、消防庁が任務を明確化した指針を示した。 

指針の説明と執行部の考えは？ 

答弁）1名の外国籍団員が（公権力の行使の判断を伴う班長以上の階級には就かず）活動している、市と 

   してもなり手不足、災害時の外国籍住民対応のため、判断した上で手続きを進めてまいりたい。 

【一般質問】 

 

例）かごしま県民交流センター 

外国人消防団員について 

外国人向け相談窓口の設置について 

 

 

 

質問）以前の提案では①広域で取り組む必要がある、②地元の農家等の十分な理解が得られていない 

   点が課題とのことであったが、その後常総市内において田んぼダムが実施されたとのこと、県の新

年度予算でも 10/10補助が決まっている、改めて田んぼダム推進の旗振りをする考えはないか問う。 

答弁）県が主体となって行う広域的な取組（筑西・下妻・常総について、県農林事務所そのものが中心と

なって働きかける）について、実施を要望した。 

田んぼダム（進捗状況）について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


